
長泉麗峰山の会・山行報告書                     文・写真 後藤 

山行番．  NO.2058 

日 時  2024 年 10 月 30 日（木）晴 

山 域  奥秩父・雲取山（2017ｍ）周回 

コース  片倉ゲート 5:26-塩沢橋 6:20-ヨモギ尾根登山口 6:28-モノレール-奥後山 8:53-雲取山見え

る 10:08-石尾根・ヨモギの頭 10:22-小雲取山-雲取山（昼食）11：16～46-三条ダルミ 12:08 

      -三条の湯 14:17-片倉ゲート 16:17-大菩薩の湯-塩山食事-帰静 

標高差  片倉ゲート約 650ｍ～雲取山 2017ｍ＝標高差約 1367ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  普通  やや易しい  易しい 

2度と行きたくない山が、また増えてしまった 

参加者  後藤、ほか 1 名＝2 名 

 

 雲取山は、過去 4 度上っている。最後は 2015 年でヨモギ尾根を上り周回登山だった。た

だ、日帰りでなく三条の湯に宿泊した。翌日の後山川林道は、確かに長かったが日帰りで

なかったので問題はなかった。 

しかし、今回は日帰り周回で最後の林道歩き 2 時間は堪えた。結果、「2 度と上りたくない

山」リストがまた増えてしまった。（笑い） 

 

 
ヨモギ尾根登山口 

 

 早朝、片倉ゲートは赤い車が 1 台だけだった。後で判明したが、車の持ち主は若いアベ

ックで三条の湯にテン泊で雲取山を往復していた。 

 ようやく明るくなった後山川林道を進み、塩沢橋を右折してヨモギ尾根登山口着。この

コースは、ヤマップなどに表示されていないが、入口の道標は整備されていた。佇まいは、

昔のままで懐かしかった。いきなり急登が始まった。 

 程なく道は左右に分かれた。右は白テープ、左は赤テープだった。躊躇せず左に道を取

ったが、実は誤りだった。赤テープは紛らわしかった。 

 正しいコースは、この辺りから右に向かい尾根に上がる。そこをパスしてしまったので



適当な所で右の大きな尾根を上り、正規コースに出た。何故か途中に「モノレール」があっ

た。三条の湯の従業員の話では、以前行った工事の残骸といった。 

 正規コースはやはり歩き易い。落ち葉をガサゴソ進むと三角点がある奥後山に到着。イ

イ感じのブナが林立していた。更に上り易い尾根を行く。紅葉は、今年の高温を象徴する

かのようにイマイチでまだまだだった。 

 

 
モノレール                   2015 年紅葉 

 

2015/10/31  ヨモギ尾根の紅葉（峰田・勝又・小松さんが参加した） 

 

左の梢越しにようやく雲取山を仰ぐことが出来た。まだまだ先は長い。ヨモギ尾根上部

は「ナラ枯れ」が多かった。枯れ木に「黄色いテープ」が巻かれていた。何処かの調査なの

だろうか？ 

 ・１６５８ｍ先で石尾根の奥多摩小屋へのトラバース道があるがここは無視して直上 

する。上り切れば、・1813ｍの「ヨモギの頭」で展望が開け富士山が小さかった。それにし

ても好天だった。ブログにも書いたが、10 日くらい前からこの日は、「晴れ」マークを表示



していた。本当にそうかずっと疑心暗鬼だったが結果は「超快晴」。現代の凄い予知・予報

能力に驚き・感心だった。 

 待望の石尾根に出た。登山者は少なかった。それはそうだ、平日にいくら好天でも仕事

人ではおいそれと山に入れない。そんな我々、「自由人」？でノーテン気だ。 

 

 雲取山を仰ぐ 

 

石尾根から富士山遠望 



 「ヨモギの頭」から快適な登山道で小雲取山を越え本峰に向かう。早くも降りて来た若い

衆がいた。聞けば、今朝 6 時鴨沢往復からといった。鴨沢からも長い。随分速いと思った。 

前方左に赤い避難小屋が見えた。山頂までもう少しだ。避難小屋広場に何人か食事を摂っ

ていた。我々も空腹で腹ペコだった。 

 快晴 360 度展望の山頂に達した。やや小さい富士山があった。山頂には、不釣り合いな

以前なかった大きな山名表示石柱があった。こんなモノは不要と思った。相方は、「雲取山

の雲が取れて」3 度目のトライでようやく念願の登頂が叶ったという。 

 

 
避難小屋 

 

 山頂で昼食を済ませ三条ダルミから三条の湯に下山。途中、登山道が崩れ昔の道と違う

大高巻きがあった。三条の湯は懐かしかった。2007 年、会員の井上君たち 23 名（凄い！！）

と宿泊し温泉を楽しんだ。 

 後山川の長～い林道が始まった。三条の湯から丁度 2 時間。心身はヘロヘロ・メロメロ。

お陰で「第 3 弾・2 度と行きたくない山」が、またまた追加されちゃいました。（笑い） 

ちなみにリストは「1・頚城・鉾ヶ岳（5 月）2・日光・女峰山（4 月）3・今回」です。 

   

2007/09/02 

三条の湯で温泉を楽しむ井上君 

「イイ湯だナ～！！」 



 


